
 

 

 

 

 

１．うるま市、沖縄市の人工透析者数と国保医療費の現状 

  

 

 

 

  

 

  

２．中部医療圏病診連携講演会のご報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

うるま市・沖縄市 ちゅらま～み（腎）プロジェクト 

★ NEWS LETTER ★ 

発行者：うるま市・沖縄市 糖尿病性腎臓病対策推進委員会 
平成 30 年 11 月 19 日作成 

基調講演：砂川 博司 先生 座長：中頭病院腎臓内科 部長 

金城 一志 先生 

去った 9 月 20 日（木）中部地区医師会ホールにて講演会を開催致しました。 

基調講演『CKD・糖尿病性腎臓病 病診連携医登録事業の経過（新しい診断 

基準を含む）及び新規登録について』をすながわ内科クリニック院長 砂川  

博司 先生に、これまでの経緯や取り組みのご報告がありました。 

特別講演『当院における CKD 登録の現状と CKD 症例の経過』について、 

沖縄県立中部病院腎臓内科部長 宮里 均 先生にご講演いただきました。 

研修会には、医師、看護師、管理栄養士等合わせて 70 名の皆様にご参加いただきました。 

フロアからは紹介基準に関する事、登録医同士の紹介方法について質問や意見が交わされ、 

参加者の皆様と CKD 対策への想いを共有する事が出来ました。 

人工透析に係る国保医療費は H29 年度うるま市 

約 9 億円、沖縄市約 7 億円となっています。 

国保加入者の人工透析者数を見ると、H28 年度 

うるま市は 219 名、沖縄市は 184 名います。 

特別講演：宮里 均 先生 
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人工透析患者の推移 
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開会挨拶：中部地区医師会 会長 

中田 安彦先生 



 

 

※H30年 3月現在 

※H30年 6月現在 

 

３．CKD登録医・腎臓専門医数、CKD登録医から腎臓専門医への紹介件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．12月 12日登録医会議のご案内 

うるま市・沖縄市ちゅらま～み（腎）プロジェクト 推進中！ 

CKD・糖尿病性腎臓病ちゅらま～み（腎）プロジェクトの次回予定として、 

１2 月 20 日に CKD・糖尿病性腎臓病登録医会議を開催致します。 

登録医の先生方へは後日ご案内致します。 

今後とも本事業の目標『新規人工透析者数の減少』『CKD 及び糖尿病性腎臓病予防』

へ向けて、ご協力を賜ります様お願い申し上げます。 

CKD 登録医数、医療機関数 

H30 年 3 月現在、CKD・糖尿病性腎臓病登録医及び腎臓専門医は 72 名、医療機関数は

36 ヵ所となっております。また CKD・糖尿病性腎臓病登録医から腎臓専門医へご紹介いた

だいた患者様の数は、H30 年 6月現在 87 名となっています。 

しかし、特別講演の中で、沖縄県立中部病院へ紹介された患者様において、ちゅらま～み（腎）

プロジェクトの様式を活用して紹介された方は 11％というお話しがありました。プロジェク

トの様式を使用していただく事で、病診連携状況の把握や評価に繋がり、よりよい連携を図っ

ていただきたいと考えております。 

先生方には様式第２号（うるま市役所宛 FAX 連絡票）を活用していただきますようご協力

お願い致します。 

日時：12 月20 日（木） 

   午後 7 時半～９時（予定） 

場所：※うるマルシェ または うるま市役所 

※正式決定後改めてご案内致します 

 

内容：CKD 症例検討 など 

 

ちゅらまーみプロジェクト 

について、ご意見・ご要望 

などありましたら、どうぞ 

お気軽にご連絡下さい。 

 

●うるま市 健康支援課 

(098)973-3209 

 

●沖縄市  市民健康課 

(098)939-1212 

（内線 2262） 


